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【目的】
大豆は中国の重要な作物の一つであり､大豆の生産不足は直接的に､国家の食糧安全保障に結び付く｡
黒龍江省は中国における大豆栽培の比較優位がある｡黒龍江省は大豆主要生産地として重要な役割を果
たしており､国産大豆を守るため､また交雑を避けるため､遺伝子組み換え大豆は黒龍江省で生産され
ていない｡現在､中国の大豆生産は様々な影響を受け､毎年生産量は減少している｡この問題をどのよ
うに解決すればよいか｡
本研究では､中国における大豆の輸入量が毎年増加し､国産大豆の生産量は減少していることを背景
に､黒龍江省の大豆生産を対象として､大豆生産の実態を分析し､この地域で大豆生産拡大につながる
具体的な方策を明らかにすることを目的とする｡
【方法】"
研究方法は主に実態調査によって問題接近を図ろうとするもので具体的には黒龍江省ハルビン市巴
彦県五一村で現地調査を行い､五一村で2 0戸の農家のデータを入手した｡そのデータに基づき分析を
行う｡また､統計データを整理分析して､農家大豆生産に関する動向を把握し､変動要因を明らかにす
る｡
【分析結果】
大豆は輪作作物で､毎年同じ土地で栽培すると生産量は減少する｡現地では大豆-トウモロコシの2
年であるが､この土地利用方式では垂作障害が生じる可能性が高い｡また大豆生産コストは毎年増加し
ている｡ムーあたり労働費､肥料以外の物財費及び地代､サービス費と肥料費用は毎年増加している｡
この中では土地コスト(地代)の増加が一番大きい｡生産コストの上昇率は販売価格の上昇率より大脂
に高いので純利潤は毎年減少している｡これが現在の黒龍江省の大豆生の産現状である｡
農村調査より､農家の大豆収入は増やすことができず､低下する傾向がある｡雇用費と農機具費の上
昇は今後も中国では続くと予想される｡更に全体的に見て大豆の収益性は他の作物と比べて低い｡要す
るに大豆価格は高いが､付加価値は相対的に低いのである｡以上が農家の大豆生産実態である｡
【結論】
以上の実態に対して､以下の方策を考えられる｡
1.農地の集積､濯漑システムなどの農業インフラストラクチャーの整備を強化し､大豆生産条件を改善
する｡気候による影響以外では､大豆生産量の変動をもたらすのは農業のインフラストラクチャーであ
る｡さらに間接的に大豆の生産コストを増加させる｡
2.補助金の投入の検討や､新栽培技術を開発するとともに地力を維持する｡需要動向に対応した適切な
品種選択を行うとともに､科学的な輪作体系を推進し､栽培技術の改善が必要である
3.生産コスト減少のために､土地と農家雇用に関する新政策を制定する必要性がある｡同時に､大豆生
産に関する新技術の普及を図り､単収量を向上させ､地代､雇用費などの生産コストを減少させる､大
豆生産車新体系を確立する必要がある｡
4.農家の栽培､経営などの知識を向上することである｡農家に対する農業技術教育の普及を通じて､農
村における生産技術水準の底上げを図ることが重要である｡
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